




Shimazaki Toson’s le And Y eium Sangsoup’s Samdae 
-Restricition Imposed By And The Breakdown Of‘House’－ 
虐 英姫（RoYeong Hee)* 
Shimazaki Toson, who wrote many works centering on his 
own‘House’， can be called an autobiograpical writer. Five of the 
seven long novels he left us are based on his ‘House'.In order to 
qualify T oson’s‘House’， to which he devoted so much attention, 
I have tried here to analyse his work le and, furthermore, have 
attempted a comparison with Samdae by the Korean writer 
Y eoum Sangsoup. 
In le T oson faithfully describes people suffering from the 
heavy burden of maintaining their ‘House’， together with the 
main characters who either escape or try to escape. Briefly, le is 
about an‘House’devoid of meaning for the people of that time. 
Likewise, in Sangsoup’s Samdae，‘House’appears as a fetter in 
the life of the chief characters who find it hard to bear this 
burden and therefore seek a solution in flight. 
Thus le and Samdae, share the theme of burdensome ‘House’ 
and that of escape. Another common feature is the fact that the 
characters suffering from this load have been educated in the 
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new style and they take only a critical attitude toward the 
‘House’. Furthermore, their fem ale partners from an interesting 
contrast, in so far as they are persons trying to maintain 
traditional values. 
It is conceivable that the common points arise from the 
common Confucian background. The ‘House’of the old 
Confucian family system usually appears as a heavy burden for 
people with a new education, and posed delicate problems for 
people living in the transitional period. Both writers betray their 
ambivalent feelings between shirking the heavy burden of 
‘House’and the attempt to maintain it. Their female characters 
seem to make this contrast even more distinct. 
I think a consciously Confucian or moral interpretation of 
this attitude should be avoided, since their way of thinking may 
be, despite the strong desire for liberation from ‘House’，an 
unconscious expression of “mother-image" of safe repose. 
In the end we can say that in le Toson ignored al Western 
elements, just as in Samdae Y eoum Sangsoup rejected things 
Western. This is because they thought that the reason for the 
decay of the Eastern ‘House’is Western culture. The two writers 
thus both believe that Western civilization exercised a harmful 
influence on‘House’. However modern an education their heroes 
may receive, they inevitably yearn to return to their traditional 
‘House’． 
This can be regarded as the deepest message of Toson, who 
insisted on the importance of tradition. Sankichi’s will to flee 
from ‘House’but his inability to do so pungently reflects Toson’s 
own inner conflict. Although Toson persisted in demolishing the 
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(7) 『島崎藤村集J第 1巻（筑摩書房、 1967年） 436～437ページ。
(8) 『島崎藤村全集J第4巻（筑摩書房、 1981年） 133ページ。
(9) 藤村は『飯倉だより』所収の「ルウヂンとパザロフ」の中で『父と子』につい
て評している。

































1929年、 5月、義城金氏英玉と結婚、 10月から「狂奔」を 『朝鮮日報jに連載。
1930年、「三人の家族」「池先生jを発表。







































運動をする愛国志士の生活を助けてやる うちに、その娘のキヨ ンエと親し くなり、
終には愛人の関係にまで至り、キヨンエは女の子を生むことになるが、相勲は自分
の社会的面白を立てるために知らぬふりをし、キヨンエからだんだん遠のいてい
一方、孫の徳基は京都三高に在学中の二十三歳の学生であるが、祖父の命令に従
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い、早婚している。徳基は冬休中ソウルに帰宅していたが、休みが終り、いよいよ
京都へ発つ前の日、友人であり、社会運動をする嫡華の訪問を受け、彼に誘われて
酒場に行くが、そこでト昔小学校の同級生であり、父の愛人でもあるキヨンエに偶然
に会いギョッとする。
その翌日、祖父は孫の徳基に、あさっての曽祖父の祭紀を祭ってから京都へ行く
ように命令し、徳基もそれに従うことにする。祖父は息子の相勲が基督教信者であ
るから、祖先の祭杷を祭らないことに堪え難い不満を抱き、別居している息子が訪
れでも、話相手にもならず、嫌っている。
また、祖父はお金の力で両班の族譜を買い入れ、その族譜を新しく作るために巨
額の資金を投資、しかも、その族譜の先考のお墓を大きく作る。祖父は自分の祖先
から受け継いだ千両で、死ぬ際には2700石、現金1300円あまり、その上3軒の家と
精米所を残した人で、自分が使うお金は、自分の父から譲られた千両から使うもの
ではなく、自分が儲けたものであるから惜しくもないし、先祖に対しても堂堂たる
ものであると思っている。ところが相勲は、祖父のこのような金使いに対して不満
を抱き、それを祖父に話すが、祖父は受けいれる筈がなく、却って、親子の衝突が
ますます激しくなるのである。
さて、祖父は祭杷の翌日の朝、台石の上で滑り落ちて腰を病むようになる。老人
のせいであろうか、祖父の病気はなかなか回復しなし」ところが、徳基は学校のこ
とも心配になり留学先である京都へ立つ。
徳基が京都へ立った後、祖父の病気は回復どころかだんだん悪くなるばかりであ
る。祖父は自分の病気のことをもう知っていたのであろうか、京都にいる徳基を呼
び寄せて、遺産を相続させようと思い、電報を打つように頼んだが、徳基はなかな
か来なし3。庶祖母を取りまいている連中が、徳基が来る前に祖父が死んだら、遺産
相続を自分たちの気ままにやろうと思って電報を打つことを伸ばしたからである。
何度も電報を打ったというのに徳基が来ないので、不思議に思い、かつ心配した人
たちは、徳基の妹に直接電報を打つことを頼み、その電報をもらった孫の徳基は、
期末試験を後にして急きょ帰ってくる。
祖父は帰ってきた孫に鍵束を預けようとするが、徳基はまだ勉強中であり、父も
いるから自分が家を受け持つことは厭であると弁明をいうが、祖父はく勉強が大事
か、家のことが大事か〉と質し、くその鍵一つにお前の運命がかかっている。お前
は、その鍵を守り、また洞堂を守るべきである。〉と非常な剣幕である。徳基はまだ
若い自分におしつけられた鍵を見て歎き自分を監房の看守にたとえている。
ところが、祖父の病気はますます悪化し、入院して手術を受けることになるが、
その甲斐もなくこの世を去る。越氏の後継者は祖父の意向どおり、事実上三代目の
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徳、基に決ったのである。徳基は越氏一家の後継者として、父相勲よりも多い巨額の
遺産を貰うことになり、祖父の死後の後始末に力を尽くしていながらも、遺産は自
分の何分のーかだけしか貰わなかったが自由の身である父の位置を羨しがるので
ある。
討議要旨
伊東氏から『家Jは従来、自然主義の立場から家の重圧を扱ったものとさ
れているが、『家Jと『アンナ・カレーニナJを比較した論考で、『家Jもニュー
ライフを目指していることを指摘したものがあり、私もそのように思うが、
『三代Jにも新らしい生活への希望も書カ亙れているか、と質問があり、
発表者から、『三代Jにも最後の所に新らしい生活への意志が書かれている
ように私は考えている、と回答があった。
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